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「地域の活性化」を目指して
子ども食堂を支援

　「だれ一人取り残さない社
会」の実現を目指し、JA共済
連埼玉県本部の地域・農業活
性化積立金の活用や定期貯
金の販売を通して、地域の子
ども食堂などに管内産の農産
物を贈りました。

Ｊ
Ａ
自
己
改
革

実
践
中
！

Ｒ3年11月 県子ども食 堂ネット
ワークに精米500㌔を寄贈

Ｒ3年10月～12月 SDGｓ懸賞
付定期貯金を販売

Ｒ3年10月 羽生農産物直売所
で「ふれあい交流会」を開催

Ｒ3年７月　北埼玉少年野球大会で

Ｒ3年12月 スマホ教室

Ｒ3年11月 JA女性部役員と常勤役員の意見交換会

地域農業への理解促進

子どもの健やかな成長を応援

ＳＮＳで地域農業の魅力を発信

デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
の

向
上
を

女
性
の
声
を

Ｊ
Ａ
運
営
に

　農 作 業を体 験
することで准組合
員や一般消費者に

「地域農業の応援
団」となっていた
だこうと農産物直
売所を拠点とする
収穫体験イベント
を開きました。

　地域の子供たちの
健全な成長を応援し
ようと、毎年「北埼
玉少年野球大会」に
協賛しています。優
勝、準優勝チームの
選手に贈られるメダ
ルは、子供たちの「目
標」になっています。

　R３年４月にFacebook
の公式アカウントを立ち上
げました。
　リアルタイムで発信でき
るSNSの利点を生かし、旬
の農産物やキャンペーン情
報などを投稿することで、
JAほくさいの「旬」を世界
に発信しています。

　高齢者のデジタルスキル
の向上を目指し、スマホ教
室を初開催。組合員の効率
的な営農、地域の皆さまの
豊かな暮らしを支援します。

　だれもが暮らしやすい地域社会
づくりに貢献するため、女性の声
をJA運営に活かそうと、女性部員
と常勤役員との意見交換会を毎年
行っています。
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「農業者の所得増大」
「農業生産の拡大」を
目指して

　
Ｊ
Ａ
が
平
成
28
年
か
ら
取
り
組
む
自
己
改
革
は
、
Ｊ
Ａ

が
自
ら
の
創
意
工
夫
に
基
づ
く
多
彩
な
事
業
と
組
織
改
革

を
展
開
し
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
に

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
組
織
を
目
指
す
も
の
で
、

基
本
目
標
は
下
記
の
３
つ
で
す
。

　
今
回
は
令
和
３
年
度
に
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
が
基
本
目
標
、

あ
わ
せ
て
実
践
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
の
一
部
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

Ｒ3年10月 精米プラントが完成

Ｒ3年７月 川里のトマト農家、栗原淳也さんを
訪ねる平井副組合長

Ｒ3年８月 JA青年部と常勤役員との意見交換会

Ｒ3年９月～ 農産
物 直 売 所での土
壌診断

Ｒ3年９月 キュウ
リのほ場で天敵殺
虫剤の農薬試験を
スタート

米の地元消費拡大をめざして

効率的で高品質な農産物生産を目指す

ＪＡ出資型法人設立準備を進めています

農業者の声をＪＡ運営に

Ｊ
Ａ
は
地
域
農
業
と

く
ら
し
に
と
っ
て
必
要

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の

基
本
目
標

農業者の所得増大

地域の活性化

農業生産の拡大

　地域の消費者からの「美味しいお米が食べたい」と
いう要望に応えつつ、農家の所得向上を目指してJA北
川辺支店敷地内に精米プラントを設置しました。
　「コシヒカリ」「彩のかがやき」「彩のきずな」の玄米を
精米し、プライベートブランド米として販売しています。

　地域農業の担い手に出向くJA担当者（愛
称：TAC）は各基幹支店に10名を配置。担い
手経営体への訪問活動を行いながら、令和３
年度は効率的な施肥設計を指導するための土
壌診断サービス、また高品質キュウリの栽培
を目指して、農薬メーカーと共同で天敵殺虫
剤の有効性確認試験などを新たに開始しまし
た。

　農地を守ると同時に新たな担い手を育成
する「JA出資型農業法人」。令和４年９月
の発足を目指して設立準備を進めています。
■社　　名：㈱ほくさいグリーンアグリ（仮称）
■事業エリア：羽生市内（モデル地区）
■実施事業：農業経営（米麦等）・農作業受

委託・新規就農者の研修受け入れ

　JAへの課題や要望の掘り
起こしを行うことで農家の手
取り向上につなげようと、常
勤役員が農家を訪問する活動
や、JA青年部との意見交換会
を行っています。
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理
事
会
か
ら

１
月
28
日
の
主
な
議
案

①
出
資
金
減
口
の
承
認
に
つ
い
て

②
職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
③
資
産
査
定
要
領
等
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

④
川
里
中
央
支
店
ト
イ
レ
改
修
工

事
に
つ
い
て

⑤
大
利
根
中
央
支
店
及
び
大
利
根

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

に
つ
い
て

⑥
騎
西
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
受
変
電
設
備
更
新
工
事
に

つ
い
て

⑦
大
利
根
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
農

業
倉
庫
低
温
設
備
設
置
工
事
に

つ
い
て

⑧
理
事
と
組
合
と
の
取
引
の
承
認

（
追
認
）
に
つ
い
て

①
～
⑤
、
⑦
⑧
に
つ
い
て
は
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

⑥
に
つ
い
て
は
継
続
審
議
と
な
り

ま
し
た
。

税
務
法
律
相
談

４
月
４
日
に
本
店
で
開
催

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

４
月
４
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り　

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
本
店

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に
変

更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

４
年
度
税
務
法
律
相
談
の

日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

加
須
中
央
支
店　
担
当
：
阿
部

☎
0
4
8
0
（
６
１
）
0
9
0
5

行
田
中
央
支
店　
担
当
：
志
村

☎
0
4
8
（
５
５
６
）
1
1
7
1

本
店　
資
産
管
理
課　
担
当
：
田
口

☎
０
４
８
（
５
６
３
）
３
０
０
０

担
当
窓
口

3
月
６
日
㈪

２
月
６
日
㈪

１
月
５
日
㈭

12
月
５
日
㈪

11
月
７
日
㈪

10
月
３
日
㈪

９
月
５
日
㈪

８
月
１
日
㈪

７
月
４
日
㈪

６
月
６
日
㈪

５
月
２
日
㈪

4
月
４
日
㈪

相
談
日

午後１時30分～ 時
間

加
須
中
央
支
店

行
田
中
央
支
店

本　
店

加
須
中
央
支
店

行
田
中
央
支
店

本　
店

加
須
中
央
支
店

行
田
中
央
支
店

本　
店

加
須
中
央
支
店

行
田
中
央
支
店

本　
店

相
談
場
所

※相談日程は変更になる場合もございます。お申し込みの際は当組合ホームページ等で最新の日程をご確認ください。

飛
沫
対
策
防
止
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

Ｊ
Ａ
青
年
部
・
女
性
部
に
寄
贈

4/24
8:45〜14:00

日　　程

会　　場

お問合せ先

騎西カントリーエレベーター

ＪＡ騎西中央支店

加須市戸室667

☎0480-73-1121

日

騎
西
苗
市

ＪＡはＪＡ共済連埼玉県本部の「地
域・農業活性化積立金」を活用
して青年部と女性部に飛沫防止
用パーテーションを寄贈しました。
同部員やご利用者の皆さまの新型
コロナウイルス感染拡大防止対策
が目的。講習会や会議の際に活用
されます。

パーテーションを披露する青年部の岡部長

国が支え
る 安心が大

きくなる

担い手積立年金
［愛称］

　詳細な農業者年金
の内容やご相談につ
いては、ＪＡほくさい
か農業委員会または
農業者年金基金にお
問い合わせ下さい。
独立行政法人農業者年金基金
☎03-3502-3942
（企画調整室）

❹



【募集人数】
10家族（定員30名）。
原則としてＪＡほくさい
管内（行田市・羽生市・
加須市・旧川里町）に
お住まいの方で、両日
とも参加できる方。２
名以上でお申し込みく
ださい。応募者多数の
場合は抽選といたしま
す。

〒348-8513　埼玉県羽生市東7-15-３
ほくさい農業協同組合　営農部営農支援課
稲作体験教室募集係 　☎：048-563-3000
FAX：048-561-4530
Eメール：hokusai015@st-ja.or.jp

【応募方法】
ＪＡに備え付けの専用用紙で支店窓
口またはＦＡＸでお申込みいただく
か、郵便はがきかＥメールで「稲作
体験教室参加希望」と明記のうえ①
郵便番号②住所③参加者全員の氏名

（ふりがな）・年齢④日中連絡の取れ
る電話番号を記入し、下記の宛先ま
でご応募ください。当選された方に
は別途参加案内をお送りします。

【応募締切】４月14日（木）

【その他】
☆昼食の提供はありません。☆新
型コロナウイルス感染拡大の状況に
よっては中止とさせていただく場合
があります。☆雨天の場合、内容を
変更または中止することがあります。
☆お子さま（小学校６年生まで）に
は田植え用水田足袋を無料で貸出し
いたします。ご希望の方はお申込み
の際に靴のサイズ（18㌢・20㌢・22㌢・
24㌢）をご記入ください。

稲作体験教室参
加
者
募
集

参加費
無料

申
込・お
問
合
わ
せ
は メールでのお問い合わせお申込みはこちら▶

9月10日
5月7日

10時から12時（予定）

10時から12時（予定）

田
植
え

稲
刈
り

土

土

〈田植え時のみ〉

イチゴの
お土産付

〈１家族２パック〉

〈会場〉

ＪＡ大利根
ライスセンター近隣ほ場

（加須市細間712）

❺



コンビニATM入出金手数料改定のご案内

ＪＡバンク埼玉優遇プログラムについて

　2022年４月１日（金）より、JAのキャッシュカードをコンビニ（※１）ATMで利用した際の入出
金手数料を改定いたします。

■2022年３月31日まで

金融機関 ＪＡバンク セブン銀行 ローソン
銀行 イーネット ゆうちょ

銀行
平　日　8:45～18:00 ０円 ０円 ０円 ０円 110円
土曜日　9:00～14:00 ０円 ０円 ０円 ０円 110円
平日、土曜日その他の時間帯、
および日曜日、祝日 ０円 110円 110円 110円 110円

■2022年４月１日から

金融機関 ＪＡバンク セブン銀行 ローソン
銀行 イーネット ゆうちょ

銀行
平　日　8:45～18:00 ０円 110円 110円 110円 110円
土曜日　9:00～14:00 ０円 110円 110円 110円 110円
平日、土曜日その他の時間帯、
および日曜日、祝日 ０円 220円 220円 220円 110円

１　対象取引・得点
得点対象取引 取引内容 得点
正組合員資格 月末時点で当組合の正組合員資格をお持ちである方 １点

准組合員資格・
正組合員家族

月末時点で当組合の准組合員資格をお持ちである方。または当組合
の正組合員の同居家族である方。 １点

給与振込
（月額５万以上） 一定期間内に給与振込として発信された振込を受け取られている方。 １点

年金振込 一定期間内に公的年金（農林年金・農業者年金・国民年金等）とし
て発信された振込を受け取られている方。 １点

２　ステージについて
ステージ１ ステージ２ ステージ３

必要な得点 ０点 １点 ２点
手数料無料回数/月 ０回 １回 ３回

※１…セブン銀行・ローソン銀行・イーネット　　※２…セブン銀行・ローソン銀行・イーネット・ゆうちょ銀行
※３…ステージ２の方は月１回、ステージ３の方は月３回無料になります。

【ご不明の点は口座開設店舗にお問い合わせください】

　2022年４月１日（金）よりコンビニ（※１）ATMでの入出金手数料の改定に伴い、
日頃よりJAほくさいをご利用いただいている皆さまを対象とし、2022年３月
25日（金）から「JAバンク埼玉 優遇プログラム」を開始します。
　本サービスの対象となる方は、当JAとのお取引に応じてATM（※2）での入出金
手数料がひと月に最大３回無料（※3）になります。
　当JAとお取引のある個人の方すべてが対象となりますので、引き続きさまざ
まなライフプランやニーズに合わせてJAバンクをご利用ください。ⓒよりぞう
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昨
年
は
、
４
月
の
育
苗
期
に
気

温
の
変
動
が
大
き
く
、
苗
の
徒
長

や
苗
立
枯
病
の
発
生
が
一
部
で
見

ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
う
し

た
気
温
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

基
本
を
見
直
し
て
健
苗
の
育
成
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

一　
種
子
消
毒

　

種
子
伝
染
性
病
害
虫
防
除
の
た

め
、
浸
種
前
に
温
湯
消
毒
な
ど
で

必
ず
種
子
消
毒
を
し
て
く
だ
さ
い
。

二　
浸
種
・
催
芽

　

均
一
に
発
芽
さ
せ
、
そ
ろ
い
の

よ
い
苗
を
作
る
た
め
に
、
浸
種
は

水
温
15
℃
で
７
日
間
（
18
℃
で
５

〜
６
日
間
）
を
目
安
と
し
、
種
籾

が
透
き
通
っ
た
ア
メ
色
に
な
る
ま

で
十
分
吸
水
さ
せ
ま
す
。
低
水
温

で
浸
種
を
開
始
す
る
と
、
発
芽
揃

い
が
悪
く
な
る
た
め
、
適
温
に

な
っ
て
か
ら
浸
種
を
開
始
し
ま

す
。
ま
た
、
水
温
が
20
℃
以
上
で

は
、
病
害
発
生
の
助
長
や
、
浸
種

中
の
発
芽
・
発
根
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
温
度
変
化

の
少
な
い
日
陰
で
浸
種
を
行
い
ま

す
。
休
眠
が
深
い
「
彩
の
か
が
や

き
」
は
少
し
長
め
に
浸
種
し
ま
す
。

　

酸
欠
を
防
ぎ
水
温
を
均
一
に
す

る
た
め
に
、
時
々
籾
袋
を
上
下
反

転
し
、
必
要
に
応
じ
て
水
を
替
え

ま
し
ょ
う
。（
※
最
初
の
３
日
間

は
水
を
交
換
し
な
い
）

　

は
種
す
る
前
日
に
、
30
℃
で
15

～
20
時
間
加
温
し
、「
ハ
ト
胸
状

態
」
に
催
芽
し
ま
す
。
幼
芽
長
0.5

～
1.0
㎜
で
９
割
程
度
芽
切
っ
た
状

態
が
理
想
で
す
。（
図
１
）

三　
は　
種

　

苗
箱
の
必
要
枚
数
は
、
１
坪
60

株
植
・
50
株
植
で
そ
れ
ぞ
れ
10
ａ

当
た
り
20
箱
、
18
箱
程
度
が
目
安

で
す
。

基
本
を
見
直
し
て
健
苗
育
成
を

水
稲
早
期
・
早
植
栽
培
の
育
苗

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

　

は
種
量
は
、
１
箱
当
た
り
乾
籾

で
1
5
0
～
1
8
0
ｇ
で
す
。
は

種
量
が
多
い
と
、
軟
弱
徒
長
し
や

す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

土
を
入
れ
た
苗
箱
に
た
っ
ぷ
り

潅
水
し
た
後
に
は
種
し
、
種
籾
が

見
え
な
く
な
る
程
度
に
覆
土
し
、

覆
土
後
は
潅
水
を
行
い
ま
せ
ん
。

　
　四　

育
苗
中
の
管
理

　

育
苗
中
は
、
表
１
を
目
安
に
管

理
し
ま
す
。
温
度
を
確
認
し
な
が

ら
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

苗
立
枯
病
（
表
２
）
の
対
策
は
、

種
子
や
育
苗
箱
の
消
毒
、
適
正
な

図1 ハト胸状態の種籾

図2 目標とする苗

温
・
湿
度
管
理
が
基
本
で
す
。
予

防
の
た
め
の
防
除
薬
剤
は
表
３
の

と
お
り
で
す
。

　

緑
化
期
以
降
は
朝
十
分
潅
水
し
、

そ
の
後
は
苗
箱
の
表
面
が
極
端
に

乾
い
た
ら
潅
水
す
る
程
度
と
し
ま

し
ょ
う
。
水
の
や
り
す
ぎ
や
高
温

管
理
は
根
張
り
を
悪
く
す
る
の
で

注
意
し
ま
す
。
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鞘葉
不完全葉 

第１葉 

第２葉 
第３葉 

草丈13cm
2.2～2.5葉

表１　育苗中の温度・水管理

生育段階
出芽期 緑化期 硬化期

幼芽８～10㎜ 本葉１葉まで 本葉２～2.5葉

留意事項 芽を伸ばしすぎない 日光を徐々に当てる 日光・外気に十分当て
る

日　数 ２～３日 ３～４日 10～15日

温度
昼

昼夜30℃
20～25℃ 20～25℃

夜 15～20℃ 10～15℃

潅　水 原則しない 原則午前中　やり過ぎに注意

備　考 32℃以上で立枯病が
発生しやすい

日中35℃以上、夜間
15℃以下にしない 夜間７℃以下にしない

表２　主な苗立枯病の発生要因
病原菌 病徴 発生要因

フザリウム菌
•坪枯れ
•苗の地際部や籾に白～淡紅色の

カビ

•緑化始めの低温
　（10℃以下）
•乾燥・過湿

ピシウム菌 •坪枯れ、カビは見えない
•根が水浸状に褐変し急性萎凋 •緑化期以降の低温・過湿

リゾープス菌 •床土表面に白いクモの巣状カビ •出芽時の高温（32℃以上）
•緑化期以降の低温

表３　イネ育苗中における苗立枯病の主な防除薬剤
令和４年１月１日現在の登録内容で作成

薬剤名 希釈倍数および使用方法 使用時期 使用
回数

ダコレート水和剤 ○ ○ ○ 400～600倍液を、育苗箱１
箱あたり500mlかん注

は種時～緑化期、た
だし播種14日後まで

２回
以内※

タチガレエースＭ
液剤 ○ ○ 500～1,000倍液を、育苗箱

１箱あたり500ml土壌かん注 は種時または発芽後 １回※

バリダシン液剤 ○ ○ 500倍液を、育苗箱１箱あた
り500mlかん注 は種時～発病初期 １回

ナエファイン
フロアブル

○ 1,000～2,000倍液を、育苗
箱１箱あたり500ml土壌かん注 は種時～緑化期

２回
以内

○ ○ 1,000倍液を、育苗箱１箱あ
たり500ml土壌かん注 は種時

○育苗箱は、30×60×３㎝で、使用土壌が約５ℓです。なお、上記以外にも処理方法があります。ラベル
表示を必ず確認してから使用しましょう。○農薬の飛散防止・農薬使用記録の記帳に努めましょう。
※複数成分が含まれていますので、それぞれ成分ごとの使用回数をラベルで御確認ください。

白
絹
病
菌

ト
リ
コ
デ
ル
マ
菌

リ
ゾ
ー
プ
ス
菌

リ
ゾ
ク
ト
ニ
ア
菌

フ
ザ
リ
ウ
ム
菌

ピ
シ
ウ
ム
菌
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　ＪＡ青年部（岡博和部長）は１月12日に全農埼

玉県本部行田センターで農機メンテナンス講習会を

開きました。

　参加した部員は13名。普段使用する際に自らできる点検

や整備方法を学ぶことで、農業機械を長持ちさせ、効率的な

経営に結び付けようと企画されました。

　講師を務めた農機メーカーの担当者が実際のトラクターと

コンバインを教材に、エンジン部のメンテナンスや点検時の

注意点などをわかりやすく説明しました。

　ＪＡは春の新入学時期を前に、地域の小・中学校に横断旗を寄贈しまし

た。

　この活動は社会貢献活動の一環として県農協福祉事業団の協力を経て毎

年行っているものです。今年の贈呈数は1,420本。管内すべての小・中学

校に聞き取り調査を行い、希望の数を贈っています。

　１月27日には鴻巣市役所で贈呈式を行い、ＪＡの新井公平地域担当理

事が同市の望月栄教育長に手渡しました。

　新井理事が「子どもたちの安全に役立ててほしい。」と横断旗を差し出

すと、望月教育長は「通学路の安全対策のための整備を進めているところ

だが、物理的に無理な箇所もある。そのような場所でもきっとこの旗が活

躍してくれるはずです。とてもありがたい。」と笑顔で受け取りました。

農機のセルフメンテナンスを学ぶ

小・中学校に横断旗を寄贈

望月教育長㊨に横断旗を手渡す新井理事

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡ管内の高校生にデザインを募集した青年部のロゴ

マークが決定しました。応募のあった45点の中から最

優秀賞に輝いた県立進修館高校２年の松島花凜さんの作

品を公式ロゴマークに採用しました。

　ロゴマークの作成は部員同士の連帯感を深めながら管内農産物

のＰＲにもつなげようと考案されたもの。さらに「地元の高校生

が地域農業に興味をもつきっかけになってほしい」と公募制とす

ることとしました。

　１月14日には同校で表彰式を開催し、同部の岡博和部長が松

島さんに表彰状を手渡しました。岡部長は「素敵なデザインをあ

りがとう。今後キャップやＴシャツ、イベントで着用する法被な

どに使用させていただきます。」とお礼の言葉を述べました。

青年部のロゴマークが決定！

松島さん㊧に表彰状を手渡す岡部長

　ＪＡ青年部では随時部員を募集しています。興味のある方は本店営農部営農支援課

（☎ 048-563-3000）青年部係までお気軽にお問い合わせください。
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　加須市酒米生産者協議会が令和３年度 埼玉農業大賞

の地域貢献部門 優秀賞に輝きました。

　この賞は革新的な農業経営に取り組む方や地域農業の

振興に優れた功績をあげている方などを埼玉県が表彰す

るものです。

　同会は地元の醸造会社や酒販売組合、菓子工業組合と

連携して地元のオリジナル商品を開発し、地域の活性化

を図ることをテーマに活動していることなどが評価され

ました。

　表彰式は11月26日に知事公館で開かれました。ＪＡ

県中央会の坂本富雄会長が見守る中、大野元裕知事から

篠塚敏雄会長と松本慎一事務局長に表彰状が手渡されました。篠塚会長は「受賞は協力してくれたすべての方の

おかげ。酒米の栽培を始めたときはこんな立派な賞をいただける組合に成長できるとは思っていなかった。今後

も地域のために力を尽くしたい。」と話していました。

　ＪＡでは令和３年度からの新たな取り組みとして、週

末に「共済相談会」を開いています。

　共働きの現役世代など平日に来店できない方が共済の

お見積りをとったりご加入内容への疑問や質問をなげかけたりす

る機会を設けることで、組合員や地域の皆さまが安心して暮らせ

る豊かな生活づくりに役立てていただこうと企画しました。

　12月18日には騎西中央支店で開きました。参加した人は「平

日は私の帰りが遅く、休日はＪＡがしまっている。今日は共済に

詳しい方から時間を気にせずゆっくり話をきくことができてよか

った。」と話していました。

　12月16日に加須市のむさしの村でＪＡ県中央会主催の埼玉県家の光大会

が行われました。

　この大会は雑誌「家の光」の記事活用や普及文化活動を通して農村文化の

向上とＪＡ教育文化活動の促進を図る目的で毎年行われています。

　当組合からは女性部の長谷川タマ子部長らが参加。長谷川部長は「できな

いことを嘆くよりできることを見つけて活動しよう」という題で、

マスクづくりやシトラスリボンを作って医療従事者に寄贈した取り

組みを発表しました。

　また、当組合は子供向け雑誌「ちゃぐりん」８月号特別普及運動

500部増部と「家の光図書」記念品図書活用の部で表彰を受け、大

塚宏組合長がJA県中央会の坂本富雄会長から表彰状を受け取りま

した。

加須市酒米生産者協議会が埼玉農業大賞で入賞

共済相談会を開催

女性部の長谷川部長が体験発表
～埼玉県家の光大会～

左から：坂本会長・松本事務局長・篠塚会長・大野知事

体験発表を行う長谷川部長

坂本会長㊧から表彰状を受け取る大塚組合長㊥ら

�



　ＪＡ女性部羽生支部は１２月８日にこんにゃく作りを

行いました。

　この活動は同部が毎年行う恒例行事。16名の部員が

２班に分かれて手子林公民館に集まり、長谷川タマ子部

長が栽培したこんにゃく芋を使って調理しました。

　芋に炭酸ソーダなどを混ぜてできたこんにゃくは全部

で10㌔。約１ヶ月程度保存がきくため、この手作りこ

んにゃくは部員宅のお節料理の材料として活躍しまし

た。

　フレッシュミズ部会は12月４日に行田市の桜ヶ丘公民館で行

いました。

　かりんとうや大根餅、抹茶と栗のカップケーキ、きなこのドー

ナツを10名で調理しました。椎根恵津子副部長は「米粉料理の

レパートリーがずいぶん増えました。」と喜んでいました。

　田ヶ谷支部は12月14日に14名で行いました。

　田ヶ谷総合センターに集まって作ったのは、シフォンケーキ。

　家に持ち帰って家族で味わえるよう、１人１台ずつ調理しました。

坂本ヨシ子部長は「皆の顔を見るのも久しぶ

り。ケーキが完成したこともうれしいが、皆

で集まって活動できたことが何よりも一番。

早く新型コロナウイルスが終息して欲し

い。」と話していました。

　鴻茎支部は１月18日に鴻茎コミュニティセンターに19名が集

まって開きました。ごまかりんとう、米粉の天ぷら、くるくる巻

き餡の３品を仕上げました。

　くるくる巻き餡は米粉と白玉粉を混ぜて焼いた皮であんを包む

お菓子。小麦粉のかわりに米粉を使うことで、もっちりとした食

感に仕上がります。

　江川君代部長は「長引くコロナ禍で米の消費が激しく落ち込ん

でいる。私たちの取り組みが米粉の普及拡大の一助となれば。」

と話していました。

女性部羽生支部でこんにゃく作り

女性部で米粉料理教室

　ＪＡ女性部（フレッシュミズ部会を含む）では随時部員を募集しています。年

齢や農家、非農家を問いません。興味のある方は本店営農部営農支援課（☎ 048-

563-3000）女性部係までお気軽にお問い合わせください。

　　　　　�　ＪＡ女性部では、米の消費拡大と地産地消を実践するため各支部で積極的に米粉料理教室を開いて

います。
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身近な地域の名所をご紹介します
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様
に
感
じ
る
の
で
あ
ろ
う
。
笑
顔
が
丸
ご
と
暖
か
い
と
は
患
者

の
本
音
で
あ
ろ
う
。

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

　６世紀初頭から７世紀前半頃（古
墳時代後期）に築かれたこの古墳
群では前方後円墳３基、帆立貝型
前方後円墳１基、円墳19基の計23
基がこれまでに確認され、ほぼ発見
された順に１～23号墳と名付けられ
ています。
　墳墓は周辺の集落を治めていた
地域の有力者たちのものと考えられ
ており、遺跡からは朝鮮半島の文化
の伝播がうかがえる大変貴重な埴
輪なども出土しています。
　昭和55年にさすなべ排水路の改
修工事と県営かんがい排水整備事
業が行われることになり、その工事
に先立って実施された発掘調査で
同63年までにこの遺跡の概要が判
明しました。
　現在古墳は地面から約１～1.5㍍
下に埋もれてしまい、その姿を見る
ことはできませんが、酒巻会館敷
地内に建てられた案内板でそのあら
ましを知ることができます。また、
さすなべ排水機場の南側に位置する
14号墳から出土した「旗を立てた馬」
や「筒袖の男子」などの埴輪は国の
重要文化財に指定されており、同市
郷土博物館の「古代の行田」コーナー
に展示されています。

利根川

福川

酒巻会館の案内板

10号・12号墳の
当時の発掘調査の様子

さすなべ排水機場

※「ほくさい彩発見」は今回で最終回です。長い間ご愛読ありがとうございました。

埴輪の出土状況
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JAほくさい顧問弁護士
  長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②「
離
婚
し
た
ら
住
宅
ロ
ー
ン
は
ど
う
な
る

―
夫
婦
が
財
産
分
与
で
清
算
す
る
」

①「
捨
印
に
よ
る
遺
産
分
割
協
議
書
の
変
更
可
能
？

―
無
断
で
内
容
変
更
し
て
は
駄
目
」

先
月
、
亡
き
父
の
遺
産
に
つ

い
て
、
妹
、
弟
と
私
の
３
人
で

遺
産
分
割
協
議
書
を
結
び
ま
し

た
。
し
か
し
、
昨
日
、
新
し
く

父
の
定
期
預
金
１
０
０
万
円
の

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

妹
と
弟
は
遺
産
分
割
協
議
書
の

余
白
に
捨
て
印
を
押
し
て
い
て

く
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
利
用
し

て
、
私
が
手
書
き
で
こ
の
定
期

預
金
を
私
の
取
得
す
る
遺
産
の

欄
に
書
き
加
え
て
お
け
ば
私
が

１
人
で
払
戻
し
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

私
A
と
妻
B
は
、
離
婚
の
財

産
分
け
の
話
合
い
を
し
て
い
ま

す
。
私
と
妻
は
自
宅
（
１
５
０

０
万
円
相
当
）
を
共
有
持
分
½

ず
つ
持
っ
て
い
ま
す
。こ
の
他
、

私
に
は
３
０
０
万
円
の
預
金
、

残
高
２
０
０
０
万
円
の
住
宅

ロ
ー
ン
が
、
B
に
は
１
２
０
０

万
円
の
預
金
が
あ
り
ま
す
。
B

は
、「
共
有
持
分
½
を
渡
す
か
ら

借
金
は
全
部
払
っ
て
ね
」
と
言

い
ま
す
。
２
人
で
買
っ
た
自
宅

な
の
に
、
私
だ
け
が
住
宅
ロ
ー

ン
を
払
う
の
は
不
公
平
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

離
婚
に
お
け
る
財
産
分
与
と

は
、
夫
婦
が
婚
姻
中
に
協
力
し
て

得
た
財
産
を
分
け
る
制
度
で
す
。

具
体
的
に
は
、
プ
ラ
ス
の
財
産
の

合
計
か
ら
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
共

同
の
利
益
の
た
め
に
生
じ
た
債
務

を
差
し
引
い
た
残
り
を
、
原
則
と

し
て
等
分
し
ま
す
。

本
件
で
は
、
2
人
の
プ
ラ
ス
の

財
産
の
合
計
3
0
0
0
万
円
（
自

宅
1
5
0
0
万
円
+
A
の
預
金

3
0
0
万
円
+
B
の
預
金

1
2
0
0
万
円
）
か
ら
、
住
宅
ロ

ー
ン
2
0
0
0
万
円
を
差
し
引
い

た
1
0
0
0
万
円
を
等
分
す
る
の

で
、
1
人
当
た
り
5
0
0
万
円
と

な
り
ま
す
。

現
在
、
A
名
義
の
財
産
は
マ
イ

ナ
ス
9
5
0
万
円
（
自
宅
の
共
有

持
分
½
の
7
5
0
万
円
+
預
金

3
0
0
万
円
‒
住
宅
ロ
ー
ン

2
0
0
0
万
円
）、
B
名
義
の
財

産
は
プ
ラ
ス
1
9
5
0
万
円
（
自

宅
の
共
有
持
分
½
の
7
5
0
万
円

+
預
金
1
2
0
0
万
円
）
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
A
は
、
現
在
の

A
名
義
の
財
産
で
あ
る
マ
イ
ナ
ス

9
5
0
万
円
に
、
B
の
共
有
持
分

（
7
5
0
万
円
）
と
金
銭
で

7
0
0
万
円
を
分
与
し
て
も
ら
え

る
の
で
あ
れ
ば
、
財
産
の
合
計
が

5
0
0
万
円
に
な
り
ま
す
の
で
、

住
宅
ロ
ー
ン
を
全
額
負
担
し
て

も
、
不
公
平
と
は
言
え
な
い
で
し

ょ
う
。 

①

②

①

②

契
約
書
や
遺
産
分
割
協
議
書
な

ど
の
文
書
に
書
き
ま
ち
が
え
（
誤

字
）
や
書
き
お
と
し
（
脱
字
）
が

あ
っ
た
場
合
、
全
員
が
そ
の
と
こ

ろ
に
訂
正
印
を
押
す
か
、
文
書
そ

の
も
の
を
作
り
な
お
す
の
が
原
則

で
す
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
ふ
り

が
な
の
誤
字
や
番
地
の
脱
字
な
ど

で
も
す
べ
て
そ
の
よ
う
な
対
応
を

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
手
間
が
か

か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
例
外
的
に
、

ち
ょ
っ
と
し
た
誤
字
や
脱
字
で
あ

れ
ば
ほ
か
の
人
が
な
お
し
て
も
よ

い
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
す
た
め

に
、
文
書
の
余
白
に
印
を
押
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
捨
て
印

で
す
。

あ
な
た
の
場
合
、
定
期
預
金
を

書
き
加
え
る
と
い
う
の
は
、
遺
産

の
内
容
や
金
額
、
誰
が
取
得
す
る

か
、
と
い
っ
た
文
書
の
重
要
な
こ

と
が
ら
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
捨
て
印
を
利

用
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
遺
産
分

割
協
議
書
を
つ
く
り
な
お
す
な
ど

の
方
法
で
、
妹
と
弟
の
意
思
を
き

ち
ん
と
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
捨
て
印
そ
の
も
の
に
つ

い
て
定
め
た
法
律
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
自
筆
証
書
遺
言
の
よ

う
に
変
更
方
法
に
つ
い
て
特
別
の

定
め
（
民
法
９
６
８
条
３
項
）
が

さ
れ
て
い
る
文
書
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
余
白
に
押
さ
れ
て
い

る
印
が
捨
て
印
な
の
か
訂
正
印
な

の
か
、
ま
た
捨
て
印
で
ど
こ
ま
で

な
お
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と

い
う
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
た
め
、
む
や
み
に
捨
て

印
を
押
す
こ
と
は
お
す
す
め
し
ま

せ
ん
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
桃
の
節
句
に
行
う
行
事

❷
東
京
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
３
月
末

ご
ろ
―
―
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す

❸
唱
歌
『
春
の
小
川
』
で
ス
ミ
レ
や

レ
ン
ゲ
が
咲
い
て
い
る
場
所

❹
イ
チ
ゴ
畑
に
防
鳥
―
―
を
張
っ
た

❻
腰
を
掛
け
る
家
具

❾
ア
ラ
ジ
ン
が
こ
す
る
と
精
霊
が
出

て
き
ま
し
た

⓫
木
枯
し
紋
次
郎
が
か
ぶ
っ
て
い
ま

す⓭
甘
い
物
よ
り
お
酒
が
好
き
で
す

⓯
湯
畑
が
有
名
な
群
馬
県
の
温
泉
地

⓱
忍
者
が
指
を
組
ん
で
結
ぶ
も
の

⓳
金
づ
ち
で
打
ち
ま
す

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

支
援
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
４
年
３
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
２
月
号
の
答
〉

　

キ
サ
ラ
ギ

タ
テ
の
カ
ギ

❷
千
客
万
来
を
願
っ
て
飾
る
、
動
物

の
置
物

❺
野
球
の
チ
ー
ム
を
プ
レ
ー
人
数
か

ら
こ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

❼
大
豆
に
は
タ
ン
パ
ク
―
―
が
豊
富

に
含
ま
れ
ま
す

❽
ま
つ
げ
に
塗
る
化
粧
品

❿
坂
本
龍
馬
の
出
身
藩

⓬
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
の
―
―
点
は

13
度
で
す

⓮
地
球
表
面
の
お
よ
そ
３
割

⓰
誇
り
や
自
尊
心
を
意
味
す
る
片
仮

名
語

⓲
競
馬
場
で
は
ラ
チ
と
も
い
い
ま
す

⓴
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
ん
な
ポ
リ
ネ
シ
ア

の
王
国

㉑
母
校
か
ら
巣
立
ち
ま
す
。
―
―
式
、

―
―
ア
ル
バ
ム

☆
１
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
斉
藤　
初
江
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
川
辺　
秀
夫
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
熊
井　
愛
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
内
田　
悦
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
川
島　
達
男
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
小
谷
野
弘
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
野
中　
民
子
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
今
成　
良
治
さ
ま
（
大
利
根
）

　

３
月
３
日
は
ひ
な
ま
つ
り
。

　

一
説
に
よ
る
と
、
こ
の
雅
な
行
事
は
そ
も
そ
も
平
安
時
代
に
貴
族
の

女
児
が
遊
ん
で
い
た
「
お
ま
ま
ご
と
」
と
、
紙
で
作
っ
た
人
形
を
川
に

流
す
こ
と
で
身
の
汚
れ
を
清
め
る
と
い
う
「
流
し
雛
」
が
合
わ
さ
っ
た

も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

現
在
の
よ
う
に
ひ
な
人
形
を
飾
っ
て
祝
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
江
戸

時
代
に
な
っ
て
か
ら
。
さ
ら
に
明
治
時
代
に
な
る
と
、
農
村
部
に
も
広

ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　

日
ご
と
に
感
じ
る
暖
か
な
日
差
し
に
、
待
ち
わ
び
た
春
の
足
音
を
感

じ
る
今
日
こ
の
頃
。
と
は
い
え
、
季
節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を
崩
し
や

す
い
も
の
。
健
康
に
は
十
分
留
意
し
、
春
本
番
を
待
ち
ま
し
ょ
う
！

Ｒ
・
Ｓ

編
集
後
記
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ＪＡほくさい ３月号（ɴｏ₃₀₉）₂₀₂₂年３月１日発行
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ＪＡほくさい
ホームページ

包装は、光・水・空気を通しません。
真空後、窒素ガスを充填していますので、
開封されるまで新茶の風味を保てます。

JAグループが半世紀にわたって育んできた「美味・安心・お買い得」自慢の緑茶ブランドです。

エ
ー
コ
ー
プ
銘
茶
は
、

ま
ろ
や
か
な
旨
味
を
引
き
出
す

深
蒸
製
法
の
お
茶
と

さ
わ
や
か
な
香
り
を
生
か
す

伝
統
製
法
の
お
茶
を

熟
達
し
た
技
術
で

ブ
レ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

1,650円（税込）
JAほくさい【精米】

こしひかり 5kg

1,550円（税込）
JAほくさい【精米】

彩のきずな5kg

1,550円（税込）
JAほくさい【精米】

彩のかがやき 5kg

精米したての

美味しいお米
精米したての

美味しいお米

ＪＡほくさい管内
配送無料

【ご注文方法】
右記QRコードから申込みするか、又は
最寄りの各支店窓口へご注文ください。

販売中
！

品　名 白　翔 松　楽 玉　翠 宝　玉 白　楽 夕　鶴 紫　鳳 瑞　緑 緑　鳳
規　格 500g(167g×3) 500g(167g×3) 500g(167g×3) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6) １㎏(167g×6)

税込価格 10,692円 7,992円 6,372円 10,692円 8,532円 7,452円 6,372円 5,292円 4,212円

包装は、光・水・空気を通しません。
真空後、窒素ガスを充填していますので、
開封されるまで新茶の風味を保てます。

JAグループが半世紀にわたって育んできた「美味・安心・お買い得」自慢の緑茶ブランドです。

エ
ー
コ
ー
プ
銘
茶
は
、

ま
ろ
や
か
な
旨
味
を
引
き
出
す

深
蒸
製
法
の
お
茶
と

さ
わ
や
か
な
香
り
を
生
か
す

伝
統
製
法
の
お
茶
を

熟
達
し
た
技
術
で

ブ
レ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

1,650円（税込）
JAほくさい【精米】

こしひかり 5kg

1,550円（税込）
JAほくさい【精米】

彩のきずな5kg

1,550円（税込）
JAほくさい【精米】

彩のかがやき 5kg

精米したての

美味しいお米
精米したての

美味しいお米

ＪＡほくさい管内
配送無料

【ご注文方法】
右記QRコードから申込みするか、又は
最寄りの各支店窓口へご注文ください。

販売中
！


